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大磯景観応援団員
　（ボランティア）を募集！
　景観応援団は、景観まちづくりに関する普及啓発や
調査研究を行う団体で、公募町民、学生、専門家、ま
ちづくり団体の代表などで組織しています。今回、景
観に関心のある町民の募集を行います。
▶募集人数　15 人以内（任期：委任から２年（再任可））
▶応募資格　町内在住 16 歳以上の方で、町の他の附
属機関等の委員に就任していない方。また、パソコ
ンやデジカメ等が利用できる方。
▶応募方法　所定の応募用紙（都市計画課で配布また
は町HPからダウンロード可）に必要事項を記入し、
下記宛先に持参、または郵送、FAX、Eメール（大
磯町景観応援団員募集と明記）で提出。
▶会議開催　２か月に1回程度（平日夜又は土・日昼間）
▶応募期限　平成 25 年１月 31 日（木）
　・　　〒 255-8555 大磯町東小磯 183
　大磯町役場都市計画課　FAX（61）1991　☎内線221
　Eメール　keikan-ouendan@town.oiso.kanagawa.jp

【
平
成
目
安
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ン
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・
図
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追
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よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
普
段
感
じ
て
い
る
町
に
対
す
る
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。平
成
目
安
箱
は
町
公
共
施
設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
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▼
提
出
方
法

　

直
接
目
安
箱
に
投
函
ま
た
は
郵
送
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
送
信
。

▼
公
表

　

意
見
に
対
す
る
回
答
は
、
提
案
者

に
回
答
し
、
提
案
内
容
と
回
答
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
役
場
ロ
ビ
ー
に

て
公
表
し
ま
す
。

▼
平
成
23
年
度
実
績

　

昨
年
度
は
、
88
件
の
意
見
を
頂
き
、

主
な
内
容
は
、
避
難
場
所
、
放
射
線

測
定
、
節
電
、
学
校
プ
ー
ル
等
で
す
。

平
成
目
安
箱
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問 申

す
る

・
先
々
ま
で
心
配
す
る

『
認
知
療
法
』
と
は

　

認
知
と
い
う
言
葉
か
ら
、
認
知
症

の
治
療
法
と
間
違
え
ら
れ
ま
す
が
、

う
つ
病
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
「
薬
だ

け
に
頼
ら
な
い
精
神
医
療
の
一
つ
」

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
考
え
方
は
、
私
た
ち
自
身
で

も
、
生
活
の
中
で
活
用
し
、
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
動
揺
し
た
り
、

つ
ら
く
な
っ
た
時
に
、
思
い
込
み
か

ら
自
由
に
な
り
、
柔
軟
に
考
え
る
こ

と
で
、
気
持
ち
が
楽
に
な
り
、
問
題

解
決
に
向
け
た
力
も
沸
い
て
き
ま
す
。

【
参
考
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書
】「
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じ
め
て
の
認
知
療

法
」
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〜
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吉
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☎
内
線
３
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０

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
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日
々
の
生
活
の
な
か
で
、
様
々
な

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
運
動
や
食
事
に
よ
り

身
体
の
健
康
づ
く
り
を
す
る
よ
う
に
、

心
の
健
康
づ
く
り
も
注
目
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

『
こ
こ
ろ
と
感
情
・
行
動
』

　

あ
る
出
来
事
に
出
会
っ
た
と
き
に
、

ど
ん
な
ふ
う
に
考
え
る
か
、
も
の
の

受
け
取
り
方
や
考
え
方
は
、
人
そ
れ

ぞ
れ
違
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
感

情
や
行
動
は
こ
の
“
考
え
”
に
大
き

く
左
右
さ
れ
て
い
ま
す
。
強
い
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
た
り
、
心
が
不
安
定
に

な
る
と
、“
考
え
”
は
、
現
実
か
ら

大
き
く
ず
れ
て
偏
り
、
悲
観
的
に
な

り
が
ち
で
す
。
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま

っ
て
自
分
の
心
に
目
を
向
け
、
な
ぜ

そ
う
考
え
た
の
か
を
振
り
返
る
こ
と

が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
心
の
ク
セ
を
つ
か

ん
で
お
く
こ
と
も
役
に
立
ち
ま
す
。

〈
心
の
ク
セ
〉

・
思
い
込
み
が
強
い

・
物
事
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い

・
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
強
く
思
う

・
な
ん
で
も
自
分
の
責
任
だ
と
思
う

・
相
手
の
気
持
ち
を
汲
み
取
ろ
う
と

ス
ト
レ
ス
社
会
を

上
手
に
生
き
る
認
知
療
法

　

特
別
警
戒
期
間
中
に
、
消
防
車
な

ど
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
巡
回
し
、
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

 

心
が
け
よ
う

☆
火
気
使
用
時
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

☆
外
出
・
就
寝
前
は
火
の
元
の
点
検

☆
寝
タ
バ
コ
、
投
げ
捨
て
は
し
な
い

☆
ラ
イ
タ
ー
等
で
遊
ば
な
い

※
火
災
原
因
の
第
１
位
は
放
火
で
す
。

燃
え
や
す
い
ご
み
を
屋
外
に
放
置

す
る
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
６
月
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
設
置
義
務
化
に
な
っ
て
い
ま
す
。

設
置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
は
早
め
に

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
設
置
の
街
頭
消
火
器

　

消
防
署
で
は
、
毎
年
街
頭
消
火

器
の
点
検
を
行
い
、
古
い
消
火
器

の
入
替
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
内
に
は
街
頭
消
火
器
が
約

１
，５
０
０
本
設
置
さ
れ
、
設
置

位
置
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
有
効

的
な
配
置
を
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

消
防
署

　

☎（
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）０
９
１
１

歳
末
火
災
特
別
警
戒

を
実
施

歳
末
火
災
特
別
警
戒

を
実
施

12
月
25
日（
火
）〜
31
日（
月
）


